
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

    

体調のよい午前中

の授乳の前が適当

です 

まず１さじから

始めましょう  

  (次の図参照) 

便の状態や機嫌に

注意しましょう 

 

あせらずに 

根気よく 

個人差があります 

 

 

清潔にとり扱いま

しょう 

 

母乳または育児用ミルクなどの乳汁栄養から，幼児食に移行する過程を「離乳」といい，母

乳や育児用ミルクだけでは不足してくるエネルギーや栄養素を補い，食べ物の固さや味の変化

になれていきます。 

お子さんによって個人差がありますので食欲，成長，発達に合わせて進め，お子さんの体調

や様子を見ながら進めましょう。 

１，生後５～６か月ごろ。 

２，スプーンなどを口に入れても，舌で押し出すことが少なくなる。 

３，食べ物に興味を示す。（食べ物に手をのばす，よだれがでる） 

・ 

体調のよい午前

中の授乳の前に 

まず１さじから

始めましょう 

便の状態や機嫌に

注意しましょう 

あせらずに     

根気よく 

清潔に取り扱い 

ましょう 

 

形のある食べ物をかみつぶすことができるようになり，エネルギーや栄養素の大部分が母乳または 

育児用ミルク以外の食べ物からとれるようになった状態をいいます。 

その時期は生後１２か月～１８か月ごろです。 

 手づかみ食べで前歯でかみとる練習をし，一口量を覚え，やがてスプーンなどを使うようになり， 

自分で食べる準備をしていきます。 

 


